
 

 

 

 

 

 

 

 

戦争法案（平和安全法制整備法案/国際平和支援法案） 
審議入り！！ 

26 日（火）午後 1 時から開かれた衆議院本会議では、中谷防衛大臣が趣旨説明を行い、続いて

各党の代表による質疑が行われ、特別委員会に付託されました。 

民主党･枝野幹事長は、「国際戦争協力法」だとして徹底審議を要求、維新･太田議員は毎日新聞

の世論調査を示して「国民の丌安の世論はピークに達している」と夏までの議決に異議を唱え、共

産党･志位委員長は、後方支援は兵站であり戦争行為であること、PKO 法改定の問題、政府の憲法

解釈の変更という「9 条破壊の 3 つの問題点」をあげ、法案の廃案を求めました。自民･稲田政調

会長、公明･佐藤議員の質問でも国民の反対の声を反映してか、「丌安の声」を紹介するなどの場面

もありました。昨年の閣議決定以来の国民の世論を背景にした国会内外のたたかいを通じて、問題

点が浮き彫りになり、法案の廃案をめざす展望が見えるともいえる審議入りでした。 

本会議後開かれた特別委員会（我が国及び国際社会の平和安全法制に関する特別委員会）で、趣

旨説明がおこなわれました。 

 

明日２７日から特別委員会連続開催！！ 
傍聴で国民の声を委員会室に届けよう 

特別委員会は下記のような当面の日程で連日開催されることが決められています。多くの傍聴で、

「戦争法案反対」「戦争法案は廃案に」の世論で委員会室を包囲しましょう！ 

◎２７日（水）９時～（所要７時間）総括質疑（総理大臣も出席） 
◎２８日（木）９時～（所要７時間）総括質疑（総理大臣も出席） 
◎２９日（金）９時～（所要７時間）一般質疑 
◎６月１日（月）９時～（所要７時間）集中的総括質疑（総理大臣も出席） 

傍聴申込みは憲法会議（上記）にお寄せください。 

ただし、明日２７日の分は直接赤嶺事務所（℡03-3508-7196）または志位事務所（℡

03-3508-7285）にご相談ください。 

 

「とめよう！戦争法案」 
審議入り抗議の国会前集会に９００人 

２６日午後０時～１時、衆議院第２議員会館前を中心に、総が駆り行動実行委員会がよびかけた

抗議集会には、９００人の仲間が駆けつけました。主催者団体のあいさつ･決意表明、政党代表の

連帯あいさつ、シュプレヒコールが轟きました。 

２８日（木）午後６時３０分～７時３０分 議員会館前で定例行動 

 

 

 

２０１５年５月２６日（火） 
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